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Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

理
事
長 

西
山 

茂 

 

何
や
ら
英
語
の
勉
強
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
筆
者
は
真
面
目
に
日
蓮
仏
教
の
話
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
何
故
、
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
の
話
な
の
か
。
以
下
、
お
い
お
い
、
そ
の
わ
け
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。 

 

長
年
に
わ
た
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
医
療
と
農
業
開
発
に
尽
力
し
て
き
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現

地
代
表
の
中
村
哲
氏
（
医
師
）
が
十
二
月
四
日
に
撃
た
れ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
は
、
非
常
に
驚
か
さ
れ

た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
地
の
こ
と
を
考
え
て
用
水
路
と
と
も
に
モ
ス
ク
と
マ
ド

ラ
サ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
校
）
を
建
て
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
彼
は
、
あ
え
て
キ
リ
ス

ト
教
上
の
「
謗
法
」
を
犯
し
て
で
も
、
現
地
の
人
の
生
活
を
救
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

続
け
て
、
私
は
年
末
（
十
二
月
二
十
三
日
消
印
）
に
福
岡
県
に
本
部
が
あ
る
佛
立
講
系
の
Ｈ
Ｒ
宗
の
代

表
役
員
の
Ｎ
．
Ｎ
さ
ん
か
ら
手
紙
と
資
料
を
頂
い
た
。
昔
、
彼
が
警
察
官
で
あ
っ
た
頃
、
署
内
の
武
道
場

に
飾
っ
て
あ
っ
た
神
棚
が
法
制
上
の
「
政
教
分
離
」
に
違
反
し
、
か
つ
日
蓮
仏
教
上
の
「
謗
法
」
に
あ
た

る
と
し
て
、
こ
れ
に
強
く
抗
議
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

今
回
の
送
付
資
料
に
よ
れ
ば
、
同
宗
は
、
十
二
月
二
十
日
に
「
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
宗

教
の
祭
事
等
に
関
す
る
放
送
の
中
止
・
自
粛
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
を
放
送
各
局
に
送
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
ま
つ
わ
る
ケ
ー
キ
・
サ
ン
タ
・
ツ
リ
ー
・
カ
ロ
ル
等
の
放
送
中
止
・
自
粛
を
求
め
て
い
る
。 

 

ま
た
、
平
成
十
七
・
二
十
三
・
二
十
八
年
に
も
、
同
宗
は
、「
教
科
書
並
び
に
教
育
現
場
で
の
宗
教
的
中

立
性
の
遵
守
を
要
望
す
る
請
願
」
な
ど
を
各
地
の
教
育
委
員
会
に
送
り
、「
宗
教
的
色
彩
の
濃
い
中
学
校

英
語
教
材
」（
五
種
類
）
の
授
業
で
の
使
用
禁
止
と
検
定
の
厳
格
化
等
を
求
め
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の

は
そ
の
中
で
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
と
カ
ト
リ
ッ
ク
・
バ
チ
カ
ン
の
問
題
点
」
を
あ
げ
、
Ｎ
．
Ｎ
さ
ん
独
特
の

表
現
で
、「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
は
食
わ
せ
物
で
胡
散
臭
い
人
物
」
と
か
「
バ
チ
カ
ン
に
は
釈
尊
を
模
し
た
像
を

踏
み
つ
け
に
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
像
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

靖
国
神
社
へ
の
首
相
の
公
式
参
拝
や
大
嘗
祭
へ
の
国
費
の
流
用
に
も
、
同
宗
は
反
対
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
創
価
学
会
の
会
館
の
な
か
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
が
あ
る
も
の
も
あ
る
と
聞
く
。

「
ツ
リ
ー
は
た
だ
の
飾
り
物
で
宗
教
と
は
関
係
な
い
も
の
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で

に
い
う
と
、
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
に
、
サ
ン
タ
に
代
わ
っ
て
靴
下
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
や
孫
の
枕
元
に

置
い
た
僧
侶
も
沢
山
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
じ
つ
は
、
そ
う
い
う
私
も
、
サ
ン
タ
の
真
似
こ
そ
し
な
い
が
、

ガ
ン
ジ
ー
翁
や
キ
ン
グ
牧
師
、
さ
ら
に
は
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
や
中
村
医
師
の
よ
う
な
「
異
教
徒
」
の
立
派
な

振
舞
い
を
尊
敬
し
て
い
る
し
、
訪
日
時
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
言
動
に
も
い
さ
さ
か
共
鳴
を
感
じ
て
い

る
者
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
私
は
必
ず
し
も
Ｎ
．
Ｎ
さ
ん
の
意
見
と
同
じ
で
は
な
い
。
い
や
、「
異
教
徒
」
の
立
派
な
生
き

様
ま
で
教
条
的
に
「
謗
法
」
と
断
じ
る
や
り
方
に
は
拒
否
感
す
ら
お
ぼ
え
る
。
名
目
上
は
日
蓮
門
下
で
あ

っ
て
も
菩
薩
行
と
い
う
点
で
は
「
異
教
徒
」
の
立
派
な
振
舞
い
に
は 

は
る
か
に
及
ば
な
い
人
は
い
く
ら

で
も
い
る
。
私
が
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
を
論
ず
る
所
以
で
あ
る
。
肝
心
な
こ
と
は
、
門
下
の
真
剣
な
菩
薩
行
（
Ｄ

Ｏ
）
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
ょ
う
ど
、
当
学
林
で
は
４
月
か
ら
、「
現
代
の
法
華
菩
薩
道
と
は
何
か
？
」

と
い
う
連
続
講
義
を
始
め
る
。
こ
こ
で
は
、
門
下
の
Ｄ
Ｏ
が
深
く
問
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
門
下
の
教
学
に
は
、
末
法
の
衆
生
は
過
去
世
に
下
種
さ
れ
な
か
っ
た
「
本
未
有
善
」
の
人

な
の
で
今
度
は
彼
ら
に
有
無
を
い
わ
せ
ず
に
下
種
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（
折
伏
毒
鼓
）
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
末
法
に
お
い
て
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
唱
題
（
下
種
）
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
立
場
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
立
派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
も
、
宗
祖
と
祈
雨
を
争
っ
た

鎌
倉
期
の
福
祉
僧
・
忍
性
と
同
様
、
十
分
、
折
伏
毒
鼓
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

振
舞
い
は
立
派
で
あ
る
け
れ
ど
も
唱
題
し
て
い
な
い
（
下
種
さ
れ
て
い
な
い
）
彼
ら
（
Ｄ
Ｏ
だ
け
の
者
）

は
成
仏
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
菩
薩
行
も
な
く
た
だ
口
唱
し
て
い
る
だ
け
の
門
下
生
（
Ｂ
Ｅ
だ
け
の
者
）

は
成
仏
で
き
る
と
我
々
は
自
信
を
持
っ
て
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
番
望
ま
し
い
の
は
Ｂ
Ｅ
の
者
が
同

時
に
Ｄ
Ｏ
の
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
形
式
化
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
宗
教
帰
属
の
も
と
で

は
か
な
り
難
し
い
。
そ
こ
で
想
い
浮
か
ぶ
の
は
、
右
掲
の
よ
う
な
立
派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
た
ち
を
、

「
未
唱
の
菩
薩
」
と
い
う
言
葉
で
呼
ん
だ
ら
ど
う
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
当
学
林
の
狙
い
は
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
が
一
致
し
た
門
下
生
を
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
に
あ
る

が
、
そ
れ
が
叶
う
ま
で
は
多
く
の
「
未
唱
の
菩
薩
」
た
ち
の
活
躍
が
我
々
に
「
は
や
く
立
派
な
菩
薩
行
を

せ
よ
！
」
と
迫
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
菩
薩
行
が
で
き
な
い
門
下
生
が
多
く
い
る
限
り
、
妙
法
や
本
仏

の
働
き
は
は
る
か
に
門
下
を
超
え
て
「
未
唱
の
菩
薩
」
に
ま
で
及
ぶ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
理
事
長
） 
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「
ツ
リ
ー
は
た
だ
の
飾
り
物
で
宗
教
と
は
関
係
な
い
も
の
」

と
い
う
認
識
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
に
い
う
と
、
こ

う
し
た
認
識
の
も
と
に
、
サ
ン
タ
に
代
わ
っ
て
靴
下
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
子
や
孫
の
枕
元
に
置
い
た
僧
侶
も
沢
山
い
る
か
も

知
れ
な
い
。
じ
つ
は
、
そ
う
い
う
私
も
、
サ
ン
タ
の
真
似
こ

そ
し
な
い
が
、
ガ
ン
ジ
ー
翁
や
キ
ン
グ
牧
師
、
さ
ら
に
は
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
や
中
村
医
師
の
よ
う
な
「
異
教
徒
」
の
立
派
な

振
舞
い
を
尊
敬
し
て
い
る
し
、
訪
日
時
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
の
言
動
に
も
い
さ
さ
か
共
鳴
を
感
じ
て
い
る
者
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
私
は
必
ず
し
も
Ｎ
．
Ｎ
さ
ん
の
意
見
と
同
じ
で

は
な
い
。
い
や
、「
異
教
徒
」
の
立
派
な
生
き
様
ま
で
教
条
的

に
「
謗
法
」
と
断
じ
る
や
り
方
に
は
拒
否
感
す
ら
お
ぼ
え
る
。

名
目
上
は
日
蓮
門
下
で
あ
っ
て
も
菩
薩
行
と
い
う
点
で
は

「
異
教
徒
」
の
立
派
な
振
舞
い
に
は 

は
る
か
に
及
ば
な
い

人
は
い
く
ら
で
も
い
る
。
私
が
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
を
論
ず
る
所
以

で
あ
る
。
肝
心
な
こ
と
は
、
門
下
の
真
剣
な
菩
薩
行
（
Ｄ
Ｏ
）

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
ょ
う
ど
、
当
学
林
で
は
４
月
か

ら
、「
現
代
の
法
華
菩
薩
道
と
は
何
か
？
」
と
い
う
連
続
講
義

を
始
め
る
。
こ
こ
で
は
、
門
下
の
Ｄ
Ｏ
が
深
く
問
わ
れ
る
に

違
い
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
門
下
の
教
学
に
は
、
末
法
の
衆
生
は
過
去
世

に
下
種
さ
れ
な
か
っ
た
「
本
未
有
善
」
の
人
な
の
で
今
度
は

彼
ら
に
有
無
を
い
わ
せ
ず
に
下
種
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
（
折

伏
毒
鼓
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
末
法
に
お
い

て
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
唱
題
（
下
種
）
が
欠
か
せ
な
い
と

い
う
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
立

派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
も
、
宗
祖
と
祈
雨
を
争
っ
た
鎌

倉
期
の
福
祉
僧
・
忍
性
と
同
様
、
十
分
、
折
伏
毒
鼓
の
対
象

に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

振
舞
い
は
立
派
で
あ
る
け
れ
ど
も
唱
題
し
て
い
な
い
（
下

種
さ
れ
て
い
な
い
）
彼
ら
（
Ｄ
Ｏ
だ
け
の
者
）
は
成
仏
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
菩
薩
行
も
な
く
た
だ
口
唱
し
て
い
る
だ
け

の
門
下
生
（
Ｂ
Ｅ
だ
け
の
者
）
は
成
仏
で
き
る
と
我
々
は
自

信
を
持
っ
て
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
番
望
ま
し
い
の
は

Ｂ
Ｅ
の
者
が
同
時
に
Ｄ
Ｏ
の
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
も
形
式
化
さ
れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
宗
教
帰
属
の
も
と
で

は
か
な
り
難
し
い
。
そ
こ
で
想
い
浮
か
ぶ
の
は
、
右
掲
の
よ

う
な
立
派
な
振
舞
い
の
「
異
教
徒
」
た
ち
を
、「
未
唱
の
菩
薩
」

と
い
う
言
葉
で
呼
ん
だ
ら
ど
う
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
当
学
林
の
狙
い
は
Ｂ
Ｅ
と
Ｄ
Ｏ
が
一
致
し
た

門
下
生
を
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
が
叶
う

ま
で
は
多
く
の
「
未
唱
の
菩
薩
」
た
ち
の
活
躍
が
我
々
に
「
は

や
く
立
派
な
菩
薩
行
を
せ
よ
！
」
と
迫
っ
て
く
る
に
違
い
な

い
。
菩
薩
行
が
で
き
な
い
門
下
生
が
多
く
い
る
限
り
、
妙
法

や
本
仏
の
働
き
は
は
る
か
に
門
下
を
超
え
て
「
未
唱
の
菩
薩
」

に
ま
で
及
ぶ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
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法
華
コ
モ
ン
ズ
の
前
身
で
あ
る
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会

で
は
、
十
一
年
間
に
亘
る
活
動
の
中
で
、
日
蓮
法
華
仏
教
の

「
再
歴
史
化
」
を
理
念
と
し
て
、
教
団
の
垣
根
を
超
え
、
毎
月

一
回
、
開
か
れ
た
貴
重
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
た
。
そ
こ

で
は
、
研
修
を
教
学
面
と
実
践
面
と
に
分
け
、
毎
月
両
者
交
互

に
講
座
を
開
催
し
、
テ
ー
マ
と
講
師
は
毎
度
、
執
行
部
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
基
づ
い
て
選
定
を
進
め
、
実
に
刺
激
的
な
研
修
が
執

り
行
わ
れ
て
い
た
。
登
壇
さ
れ
た
講
師
は
皆
、
各
分
野
を
代
表

す
る
学
者
・
研
究
者
や
実
践
者
で
あ
り
、
執
行
部
の
目
利
き
の

良
さ
が
光
る
講
師
選
定
に
唸
ら
さ
れ
る
こ
と
屢
々
で
あ
っ
た
。 

本
講
座
（
法
華
仏
教
講
座
）
は
、
そ
の
教
学
面
で
の
研
鑽
の

ス
タ
イ
ル
を
当
学
林
で
引
き
継
ぎ
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
毎
年

後
期
（
月
一
回×

半
年
）
、
毎
回
、
各
方
面
の
専
門
家
を
講
師

に
お
招
き
し
て
講
座
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
本
講
座
の

開
設
は
今
年
で
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。 

令
和
元
年
度
の
法
華
仏
教
講
座
は
、
第
一
回
（
十
月
）
＝
戸

田
日
晨
（
遠
壽
院
荒
行
堂
傳
師
、
遠
壽
院
総
合
修
法
研
究
所
所

長
）
、
第
二
回
（
十
一
月
）
＝
平
島
盛
龍
（
興
隆
学
林
専
門
学

校
教
授
）
、
第
三
回
（
十
二
月
）
＝
菅
原
関
道 

（
興
風
談
所

所
員
）
、
第
四
回
（
令
和
二
年
〈
以
下
同
〉
一
月
）
＝
前
川
健

一
（
創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
、
第
五
回
（
二

月
）
＝
澁
澤
光
紀
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
事
務
局
長
）
、

第
六
回
（
三
月
）
＝
西
岡
芳
文
（
上
智
大
学
特
任
教
授
）
の
各

先
生
と
い
う
陣
容
で
あ
る
。
本
年
度
も
毎
回
、
日
蓮
法
華
教
学

や
教
学
史
・
教
団
史
に
関
心
の
高
い
聴
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
貴
重
な
テ
ー
マ
が
並
ぶ
。 

以
下
、
本
原
稿
執
筆
時
迄
に
終
了
し
た
回
（
第
三
回
の
講
座

ま
で
終
了
）
に
限
ら
れ
る
が
、
講
座
の
様
子
と
内
容
を
少
し
く

報
告
し
た
い
。 

第
一
回
の
戸
田
日
晨
先
生
に
は
、
「
「
遠
壽
院
荒
行
堂
鬼
子

母
尊
像 

孝
明
天
皇
親
拝
」
考 

―

幕
末
期
京
都
御
所
禁
裏
出
開 
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帳
と
そ
の
歴
史
的
意
義―

」
の
題
で
ご
登
壇
頂
い
た
。
宮
崎
勝

美
「
西
海
弘
通
記
録
」
を
参
照
さ
れ
な
が
ら
、
孝
明
天
皇
が
京

都
宮
中
に
お
い
て
親
拝
さ
れ
た
と
い
う
遠
壽
院
の
荒
行
堂
鬼
子

母
尊
神
像
に
ま
つ
わ
る
こ
と
、
ま
た
、
戦
中
・
戦
後
の
遠
壽
院

を
舞
台
と
し
た
日
蓮
宗
の
歴
史
や
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
表

と
裏
の
歴
史
を
ご
講
義
頂
い
た
。
更
に
、
明
治
以
降
の
日
本
と

宗
教
界
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
今
後
の
日
本
の
宗
派

仏
教
が
広
く
世
界
に
開
か
れ
た
方
向
に
進
む
こ
と
の
必
要
性
を

力
説
さ
れ
、
傳
師
と
し
て
の
長
年
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
重

み
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
銘
を
受
け
た
受
講
者
が
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。 

 

次
い
で
、
第
二
回
の
平
島
先
生
に
は
、
「
慶
林
坊
日
隆
の
一

仏
二
名
論
に
つ
い
て
」
の
題
で
、
八
品
派
祖
日
隆
師
（
一
三
八 

        

五
～
一
四
六
四
）
の
教
学
に
見
ら
れ
る
重
要
概
念
「
一
仏
二

名
」
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
史
的
な
ル
ー
ツ
と
日
隆
師
の
解
釈 

の
特
色
や
意
義
を
御
講
義
頂
い
た
。
先
生
は
、
当
時
の
天
台
教

学
の
中
に
日
隆
師
の
一
仏
二
名
義
の
論
拠
が
あ
る
と
見
ら
れ
る

こ
と
、
け
れ
ど
も
、
天
台
宗
義
で
は
日
隆
師
の
一
仏
二
名
義
の

核
心
で
あ
る
上
行―

下
種
・
釈
尊―

脱
と
い
う
教
主
の
違
い
に

よ
る
応
用
の
差
異
を
明
確
に
分
別
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と

等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
隆
師
の
一
仏
二
名
義
が
宗

祖
の
『
観
心
本
尊
抄
』
へ
の
沈
潜
に
基
づ
く
こ
と
を
論
証
さ

れ
、
そ
の
根
底
に
は
、
衆
生
救
済
の
慈
悲
心
へ
の
着
眼
が
存
す

る
こ
と
等
を
ご
教
示
頂
い
た
。
平
島
先
生
の
鋭
い
分
析
力
と
明

快
な
講
義
に
感
心
さ
れ
た
聴
講
者
が
多
か
っ
た
。 

更
に
、
第
三
回
の
菅
原
先
生
に
は
、
「
日
興
門
流
教
学
の
究

明
序
説
（
一
）―

日
興
の
師
説
体
得―

」
の
題
で
御
講
義
頂
い

た
。
菅
原
先
生
は
、
日
興
門
流
の
教
学
の
ル
ー
ツ
を
白
蓮
阿
闍

梨
日
興
師
に
尋
ね
、
主
要
日
蓮
遺
文
の
読
解
に
即
し
て
教
学
上

の
諸
問
題
に
も
言
及
。
上
行
付
嘱
を
重
視
し
て
本
門
の
妙
法
を

弘
通
し
日
蓮
を
末
法
教
主
の
上
行
再
誕
と
拝
す
る
こ
と―

等
に

日
興
師
の
師
説
体
得
と
意
義
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
講
義

の
中
で
、
実
相
寺
改
革
に
関
す
る
こ
と
、
日
興
が
、
佐
渡
の
宗

教
的
窮
極
の
境
地
に
至
っ
た
日
蓮
に
近
侍
し
た
こ
と
、
始
顕
本

尊
の
図
顕
を
目
の
当
た
り
に
し
万
年
救
護
本
尊
を
授
与
さ
れ
た

こ
と
、
熱
原
法
難
に
関
す
る
こ
と
、
宗
祖
の
種
脱
の
見
方
に
関

す
る
こ
と
、
上
行
自
覚
公
表
に
関
す
る
こ
と
、
末
法
の
当
位
即

妙
・
不
改
本
位
の
名
字
即
成
仏
論
、
不
軽
菩
薩
の
行
、
曼
荼
羅

本
尊―

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
細
論
さ
れ
た
。
真
摯
な
碩
学

の
集
大
成
と
も
な
る
貴
重
な
講
義
に
、
聴
講
者
一
同
、
引
き
込

ま
れ
る
よ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。 

以
上
、
甚
だ
簡
単
な
報
告
に
過
ぎ
な
い
が
、
ど
の
回
も
、
講

師
が
各
分
野
を
牽
引
す
る
先
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
聴

講
者
が
集
い
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
法
華
仏
教
研
究
各
分

野
の
最
新
の
情
報
や
研
究
成
果
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
本
講

座
の
意
義
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
と
噛
み
締
め
て
い
る
。 

          講
義
報
告 

 

菊
地 

大
樹 

先
生 

歴
史
か
ら
考
え
る
仏
教
④ 

鎌
倉
仏
教
史
の
名
著
を
読
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

西
山
明
仁 

 

菊
地
大
樹
先
生
の
連
続
講
座
シ
リ
ー
ズ
「
歴
史
か
ら
考
え
る

日
本
仏
教
」
は
、
２
０
１
９
年
後
期
講
座
で
第
四
期
目
を
迎
え

ま
し
た
。
前
回
講
座
「
日
本
宗
教
史
の
名
著
を
読
む
」
に
引
き
続

き
、
今
回
は
焦
点
を
鎌
倉
仏
教
に
絞
り
「
鎌
倉
仏
教
史
の
名
著

を
読
む
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
全
六
回
に
渡
り
鎌
倉
仏
教
史
の

名
著
を
精
読
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ

た
三
回
の
講
座
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

第
１
講
は
「
上
島
享
「
鎌
倉
時
代
の
仏
教
」
を
読
む
」。
本
論

文
は
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
中
世
』
１
の
一
本
と
し
て
、
２
０
１

３
年
に
執
筆
さ
れ
た
。
菊
地
先
生
は
、
中
世
社
会
の
成
立
を
「
藤

 

 

 戸田日晨 先生 平島盛龍 先生 

 先生 

菅原関道 先生 
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原
道
長
の
時
代
」（
十
世
紀
後
半
＝
摂
関
期
）
に
見
な
が
ら
、
同

時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
て
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）
に
い
た
る
中

世
仏
教
の
展
開
を
論
じ
、
中
世
後
期
へ
の
見
通
し
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
、
と
上
島
氏
独
自
の
視
点
で
中
世
史
を
と
ら
え
て
い

る
点
を
評
価
。
一
方
で
、
講
座
物
と
い
う
性
格
上
も
あ
っ
て
、
大

事
な
先
行
研
究
の
見
逃
し
が
目
立
ち
、
問
題
点
も
多
い
こ
と
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
講
は
「
家
永
三
郎
「
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思

想
史
的
考
察
」
を
読
む
」。
論
文
の
著
者
家
永
三
郎
は
、
１
９
５

５
年
以
来
の
い
わ
ゆ
る
一
連
の
「
教
科
書
裁
判
」
で
有
名
。
本
論

文
は
戦
後
の
鎌
倉
仏
教
研
究
の
出
発
点
と
し
て
そ
の
後
の
研
究

者
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
菊
地
先
生
は
、
内
容
は
斬
新
で
あ
り

悪
く
言
え
ば
珍
説
・
奇
説
。
ま
た
日
蓮
遺
文
が
真
偽
を
分
別
せ

ず
引
用
さ
れ
て
お
り
、
今
日
に
お
い
て
は
日
蓮
の
思
想
を
穿
鑿

す
る
上
で
、
真
偽
の
判
定
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の
時

代
は
真
偽
を
判
別
せ
ず
に
引
用
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
改
め
て
本
論
文
を
捉
え
直
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
、
と
指
摘
。
加
え
て
、
今
回
の
論
文
は
古
典
に
分
類
さ
れ
る

が
、
古
典
を
「
古
い
も
の
」
と
し
て
一
蹴
す
る
の
で
は
な
く
、
新

た
な
見
解
や
視
点
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
批
判
的
に
読

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
、
と
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

第
３
講
は
「
平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位

置
」
を
読
む
」
。
論
文
の
著
者
平
雅
行
は
、
黒
田
俊
雄
が
提
唱
し

た
顕
密
体
制
論
を
継
承
し
、
そ
れ
ま
で
の
鎌
倉
新
仏
教
中
心
史

観
を
批
判
し
な
が
ら
法
然
・
親
鸞
研
究
と
の
接
続
を
図
っ
て
い

る
。
菊
地
先
生
は
、
本
論
文
は
河
田
光
夫
の
法
然
の
善
人
意
識

を
め
ぐ
る
論
文
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
法
然
の
思
想
を
全
面
的

に
洗
い
直
し
て
み
よ
う
と
試
み
た
も
の
。
法
然
の
思
想
構
造
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
二
項
対
立
の
立
場
か
ら
論
究
し
て
い
る
、

と
指
摘
。
質
疑
応
答
で
は
日
蓮
と
法
然
に
関
す
る
こ
と
を
中
心

に
質
問
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
質
問
に
深
い
知
見
か
ら
丁
寧
か

つ
適
切
な
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
三
回
の
講
座
の
う
ち
、
第
１
講
は
中
世
史
全
体

に
つ
い
て
、
第
２
講
、
第
３
講
で
は
そ
れ
ぞ
れ
日
蓮
、
法
然
に
つ

い
て
の
名
著
を
精
読
し
ま
し
た
。
日
蓮
・
法
然
は
道
元
・
栄
西
・

一
遍
・
親
鸞
な
ど
と
共
に
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
で

あ
り
、
近
代
に
於
け
る
日
本
中
世
思
想
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
祖

師
に
よ
る
鎌
倉
新
仏
教
を
中
心
に
見
る
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。

し
か
し
近
年
の
研
究
で
は
、
密
教
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
す
。
菊
地
先
生
は
、
鎌
倉
仏
教
を
含
む
中

世
仏
教
論
は
、
近
代
思
想
史
を
貫
通
し
、
さ
ら
に
は
日
本
思
想

史
全
体
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
、
と
鎌
倉
仏
教
史
を
再
検
討

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
回
豊
富
な
資
料
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
且
つ
そ
の
資
料
を

丁
寧
に
紐
解
き
な
が
ら
明
解
な
ご
説
明
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
歴
史
学
、
思
想
史
学
、
宗
教
学
な
ど
様
々
な
分
野
に
興
味
の

あ
る
方
、
学
生
の
方
も
多
く
の
示
唆
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
菊
地
先
生
の
深
い
知
見
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

今
後
の
講
座
に
於
き
ま
し
て
も
多
く
の
皆
様
の
聴
講
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
「
事
前
資
料 

の
論
文
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

講
義
報
告 

 

こ
れ
か
ら
の
天
皇
制 

第
一
回 

菅 

孝
行 

先
生 

講
義 

第
二
回 

原 

武
史 

先
生 

講
義 

第
三
回 

磯
前
順
一
先
生 

講
義 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

澁
澤 

光
紀 

  

こ
の
特
別
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
天
皇
制
」
は
、
当
学
林
の
設
立

理
念
で
あ
る
「
日
蓮
思
想
の
再
歴
史
化
」
の
試
み
の
一
つ
と
し

て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
再
歴
史
化
と
は
、
現
代
社
会
の
諸
課
題

に
取
り
組
む
活
き
た
思
想
と
し
て
日
蓮
仏
教
を
蘇
生
さ
せ
て
い

く
と
い
う
実
践
的
な
営
み
の
こ
と
で
す
が
、
日
蓮
思
想
で
は
『
立

正
安
国
論
』
に
あ
る
よ
う
に
国
家
と
宗
教
の
あ
り
方
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
。
今
回
、
令
和
の
改
元
を
迎
え
、
天
皇
制
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
こ
の
「
国
家
と
宗
教
」
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
学

び
考
え
て
い
く
場
と
し
て
開
講
し
た
の
が
こ
の
特
別
講
座
で
す
。

以
下
、
そ
の
要
約
と
な
り
ま
す
。 

 

第
一
回
「
天
皇
制
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
め
ぐ
っ
て―

そ
の
呪
縛
か

ら
の
自
由
」の
講
師
は
、
評
論
家
で
劇
作
家
で
も
あ
る
菅
孝
行
先

生
。
冒
頭
で
「
こ
れ
か
ら
の
天
皇
制
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
日
本

の
国
家
権
威
の
運
命
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は

別
の
「
国
家
の
共
同
性
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
だ
と
述
べ

ら
れ
て
、
講
義
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
ず
「
こ
れ
ま
で
の
天
皇
制
」
に
つ
い
て
、
戦
前
の
天
皇
制
は

幻
想
の
共
同
性
（
支
配
の
正
当
性
を
内
面
化
す
る
も
の
）
の
役

割
を
担
っ
た
絶
対
主
義
的
な
神
権
天
皇
制
だ
っ
た
が
、
敗
戦
後

の
新
憲
法
下
で
は
「
象
徴
」
と
な
り
、
権
力
を
喪
失
し
た
が
君
主 

 

菊地大樹 先生 
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制
は
護
持
さ
れ
た
。
こ
の
象
徴
天
皇
と
し
て
の
存
続
は
米
国
占

領
政
策
の
「
日
本
計
画
」
に
よ
る
も
の
で
、
今
日
ま
で
日
本
が
自

発
的
に
米
国
の
国
益
に
従
属
す
る
構
造
が
創
り
出
さ
れ
た
。 

ま
た
天
皇
が
戦
争
責
任
を
免
責
さ
れ
た
こ
と
で
、
復
員
し
た

兵
士
達
に
も
加
害
意
識
の
欠
如
と
、
訴
追
し
な
か
っ
た
戦
勝
国

ア
メ
リ
カ
へ
の
親
愛
感
が
生
じ
て
、
加
害
者
意
識
も
被
害
者
意

識
も
持
た
な
い
「
鈍
感
」
な
日
本
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本

は
対
米
従
属
を
国
是
と
し
て
繁
栄
し
た
が
今
は
、
米
国
の
凋
落

に
よ
り
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
米
国
の
国
難
に
奉
仕
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
し
て
、
現
政
権
が
米
国
の
国
益
に
寄
り
添
う
中

で
、
護
憲
と
民
主
主
義
の
戦
後
を
守
る
明
仁
天
皇
の
発
言
が
多

く
の
国
民
や
左
翼
陣
営
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。 

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
良
心
的
な
天
皇
が
い
て
も
、
制
度
に
よ

り
ガ
ス
抜
き
し
か
期
待
で
き
な
い
。「
天
皇
制
」
と
は
そ
う
し
た

「
制
度
」
で
あ
り
、
天
皇
が
「
個
人
」
た
り
え
な
い
「
幻
想
の
共

同
性
」
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
ま
と
め
と
し
て
、
こ
う
し
た
幻
想
の
共
同
性
で
あ
る

天
皇
制
に
頼
る
こ
と
の
な
い
新
た
な
共
同
性
を
作
る
た
め
に
は
、

「
隣
人
同
士
の
相
互
の
信
認
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
隣
人

と
の
相
互
信
認
を
築
く
べ
き
と
こ
ろ
は
「
労
働
力
と
生
命
が
再

生
産
さ
れ
る
場
」、
つ
ま
り
保
育
の
場
や
学
校
や
医
療
機
関
、
障

害
者
・
高
齢
者
施
設
や
生
活
相
談
の
場
、
Ｄ
Ｖ
や
貧
困
か
ら
の

避
難
所
な
ど
が
、
新
た
な
共
同
性
を
生
み
出
す
私
た
ち
の
「
陣

地
」
と
な
る
、
と
提
案
さ
れ
て
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

第
二
回
「「平
成
流
」と
は
何
だ
っ
た
の
か
」で
は
、
講
師
の
原

武
史
先
生
が
書
か
れ
た
『
平
成
の
終
焉―

退
位
と
天
皇
・
皇
后
』

（
岩
波
新
書
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、「
平
成
流
が
創
ら
れ
て
い
く
過

程
」
を
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
義
は
ま
ず
、
初
め
て
皇
族
以
外
か
ら
皇
室
に
嫁
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
正
田
美
智
子
（
現
上
皇
后
）
と
の
婚
約
発
表
（
一
九
五
八

年
）
か
ら
巻
き
起
っ
た
「
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
」
を
見
直
す
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
婚
後
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
二
人
の
全
国

地
方
へ
の
旅
（
行
啓
）
と
は
、
東
京
で
の
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
が
時

間
を
お
い
て
地
方
へ
と
波
及
し
て
い
く
過
程
だ
っ
た
。 

今
ま
で
の
天
皇
・
皇
族
の
行
幸
啓
は
単
独
が
ほ
と
ん
ど
で
、

常
に
夫
婦
一
組
と
な
っ
て
全
国
を
巡
回
す
る
の
は
、
明
仁
・
美

智
子
夫
妻
が
初
め
て
。
ま
た
、
自
ら
跪
き
相
手
の
目
線
に
合
わ

せ
て
話
し
か
け
る
ス
タ
イ
ル
は
、
美
智
子
皇
太
子
妃
が
老
人
ホ

ー
ム
「
穂
高
・
安
曇
寮
」
で
初
め
て
行
っ
た
も
の
。
こ
れ
が
、

「
人
々
に
近
づ
い
て
い
く
」
平
成
流
の
始
ま
り
だ
っ
た
。 

ま
た
、
地
元
の
青
年
た
ち
を
選
抜
し
て
の
「
懇
談
会
」
を
開

き
、
直
接
民
主
主
義
的
な
対
話
を
続
け
た
こ
と
も
、
平
成
流
に

お
け
る
「
会
話
」
の
重
視
だ
っ
た
。
こ
の
平
成
流
は
、
一
九
九
一

年
の
雲
仙
普
賢
岳
の
被
災
地
訪
問
で
の
二
人
の
姿
で
知
れ
渡
っ 

 

        

た
。 

た
。
八
〇
年
代
に
は
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
危
機
感
を
持
っ
た

右
派
た
ち
が
、
今
も
続
く
「
提
灯
奉
迎
」
と
い
う
行
幸
啓
を
祝
う

運
動
を
始
め
た
の
だ
が
、
全
国
紙
報
道
で
は
被
災
地
で
の
姿
が

中
心
で
、
提
灯
奉
迎
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
平
成
流
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、
正
田
家
と
美
智
子
上

皇
后
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に
欧
州
旅
行
で
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
五

世
と
会
談
を
し
た
際
、
法
皇
か
ら
「
バ
チ
カ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

と
日
本
・
皇
室
と
の
相
互
協
力
」
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
と

の
話
も
あ
り
、
昭
和
天
皇
も
カ
ト
リ
ッ
ク
に
親
近
感
を
持
っ
て

い
た
の
で
は
、
と
指
摘
。
最
後
に
ポ
ス
ト
平
成
の
行
方
な
ど
に

も
ふ
れ
て
講
義
を
終
わ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

第
三
回
「
出
雲
神
話
論 

祀
ら
ざ
る
神
の
行
方
」
で
は
、
磯
前
先

生
は
講
義
の
冒
頭
の
自
己
紹
介
で
、
現
在
の
興
味
を
「
天
皇
制
」

「
東
日
本
大
地
震
の
死
者
供
養
」「
差
別
と
宗
教
」
と
し
て
、
そ

れ
ら
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
「
い
か
に
他
者
と
共
存
で
き
る
か
」

で
あ
る
と
語
り
、
講
義
を
三
章
に
分
け
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
章
「
神
話
化
す
る
現
代
日
本
」
で
は
、
現
代
で
も
安
易
に

神
話
が
活
性
化
す
る
危
険
性
を
指
摘
。
特
に
皇
紀
二
六
〇
〇
年

で
は
、
そ
の
二
五
年
前
に
は
常
識
で
あ
っ
た
文
献
学
者
・
津
田

左
右
吉
の
「
神
代
史
は
官
府
も
し
く
は
宮
廷
の
制
作
物
で
あ
っ

て
国
民
の
物
語
で
は
無
く
」
と
い
う
学
説
が
世
論
に
批
判
さ
れ
、

著
作
が
発
禁
処
分
と
な
っ
た
事
件
を
紹
介
。 

 

ま
た
、
記
紀
に
あ
る
出
雲
神
話
の
「
国
譲
り
」
を
取
り
上
げ
、

こ
れ
は
「
天
津
神
（
伊
勢
系
）
」
が
「
国
津
神
（
出
雲
系
・
土
着

の
神
）
」
の
出
雲
王
国
を
奪
い
、
大
国
主
が
冥
界
に
追
い
や
ら
れ

た
物
語
で
、
近
代
で
も
国
家
神
道
形
成
期
に
、「
天
照
大
神
こ
そ

が
顕
幽
両
界
を
治
め
る
神
で
あ
り
、
他
の
神
は
す
べ
て
そ
の
臣

下
」
と
さ
れ
、
伊
勢
中
心
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

第
二
章
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
神
の
行
方
」
で
は
、
大
国
主
の
よ
う
な 

封
じ
込
ま
れ
た
神
の
行
方
を
、「
異
人
」「
妖
怪
」「
ま
れ
び
と
信 

 

菅 孝行 先生 

原 武史 先生 
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仰
」「
謎
め
い
た
他
者
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
察
。
祭
り
と

は
、
祟
る
霊
を
祀
り
上
げ
て
封
じ
込
め
る
こ
と
（
小
松
和
彦
）

で
、
祀
ら
れ
な
い
超
自
然
的
な
存
在
が
「
妖
怪
」、
祀
ら
れ
る
存

在
を
「
神
」
と
す
る
。
戦
時
中
に
「
帝
国
神
道
」
を
と
な
え
た
筧

勝
彦
は
、「
世
界
の
偉
人
を
一
神
社
に
合
祀
し
、
～
神
道
の
光
明

を
国
家
世
界
に
宣
揚
し
た
い
」
と
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
は
「
国
譲

り
」
と
同
じ
支
配
と
服
従
の
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

日
本
の
神
道
で
は
、
服
従
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
殺
害
さ
れ

た
ま
つ
ろ
わ
ぬ
神
た
ち
も
排
除
さ
れ
な
が
ら
包
摂
さ
れ
る
存
在

と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
西
洋
的
な
一
神
教
の
宗

教
を
持
た
な
い
近
代
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
代
替
物
と
し
て
大

文
字
の
他
者
の
役
目
を
果
た
す
天
皇
制
が
あ
り
、
国
家
神
道
は

今
も
存
続
し
て
い
る
。 

 

第
３
章
「
祀
ら
れ
ざ
る
も
神
に
は
神
の
身
土
が
あ
る
」（
宮
沢

賢
治
）
で
は
、
神
社
に
祀
ら
れ
な
い
よ
う
な
祠
の
神
に
も
そ
の

固
有
の
存
在
意
義
が
あ
る
、
と
指
摘
。
天
皇
の
身
土
と
は
、
日
本

列
島
の
す
べ
て
で
あ
り
、「
現
人
神
」
と
な
っ
た
近
代
天
皇
制
で

は
、「
祟
ら
れ
も
す
る
天
皇
家
の
脆
弱
性
」
を
隠
す
た
め
に
侵
略

を
続
け
て
、
自
ら
の
万
能
性
を
帝
国
臣
民
に
証
明
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
ど
ん
な
強
大
な
君
主
も
、
自
己
の
力
だ
け
で
主
体

化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
天
皇
と
い
う
主
体
も
ま
た
、
大
国
主

の
よ
う
な
「
他
者
の
神
々
」
と
の
関
係
を
通
し
て
し
か
自
己
を

確
立
で
き
な
い
、
と
指
摘
。 

そ
し
て
、
最
後
に
「
謎
め
い
た
他
者
の
声
を
聞
く
」
こ
と
の
重

要
性
を
述
べ
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
読
み
込
ん
だ
詩
人
・
山
尾

三
省
の
「
私
は
、
私
を
含
む
よ
り
お
お
い
な
る
も
の
の
呼
び
声

を
聴
い
て
、
そ
の
声
と
と
も
に
た
だ
歩
い
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
、
講
義
を
終
了
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
、
す
で
に
終
了
し
た
三
つ
の
講
義
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
の
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
天
皇
制
」
は
、
終
了
後
に
春
秋
社
に
て

書
籍
化
し
て
、
そ
の
「
発
刊
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
当
学
林
と

春
秋
社
と
の
共
催
で
立
正
大
学
を
会
場
に
お
借
り
し
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
楽

し
み
に
し
て
お
待
ち
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

講
義
報
告 

『
法
華
経
』『
法
華
文
句
』
講
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

報
告 

編
集
部 

 

平
成
三
〇
年
四
月
よ
り
始
ま
っ
た
菅
野
博
史
先
生
の
「
『
法

華
経
』『
法
華
文
句
』
講
座
」
も
、
す
で
に
二
十
二
回
を
数
え
て
、

順
調
な
講
義
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
菅
野
先
生
は
本
講
義
を

始
ま
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
『
法
華
文
句
』
は
『
法
華
経
』
の
随
文
釈
義
の
注
釈
書
で
す
の

で
、
「
注
釈
書
読
み
の
経
典
知
ら
ず
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

『
法
華
文
句
』
を
読
む
と
き
に
は
、
常
に
『
法
華
経
』
の
本
文
を

読
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、『
法
華
文
句
』
の
本
文
を

地
道
に
読
む
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
講
義
で
は
、
煩
を
厭
わ
ず
、『
法
華
文
句
』
の
本
文
を
す
べ
て

読
ん
で
い
く
予
定
で
す
。」 

 

こ
の
言
葉
通
り
、
菅
野
先
生
の
御
講
義
は
本
文
を
実
に
明
解

か
つ
丁
寧
に
読
み
進
め
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
『
法
華
文
句
』（
Ⅰ
）（
菅
野
博
史
訳
註 

第
三
文
明
選
書
４
）
は
、
今
年
か
ら
「
釈
序
品
」
の
終
わ
り
と
な

る
巻
第
二
下
（
一
九
四
頁
）
に
入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。「
釈
方
便
品
」
は
こ
れ
か
ら
で
す
の
で
、
受
講
者
は
ま
だ
途

中
か
ら
で
も
充
分
に
講
義
に
つ
い
て
い
け
ま
す
。 

こ
の
「
法
華
文
句
』
講
義
」
の
前
の
午
後
三
時
か
ら
は
、「
摩

訶
止
観
』
講
義
」（
福
神
研
究
所
主
催
）
も
ご
講
義
し
て
い
ま
す
。

二
つ
あ
わ
せ
て
聴
講
す
る
と
、
天
台
教
学
の
理
解
が
ず
っ
と
深

ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
『
摩
訶
止
観
』
も
ご
受
講
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
平
成
二
八
年
か
ら
二
年
間
ご
講
義
頂
い
た
『
法
華
玄

義
』
は
、
画
期
的
な
現
代
語
訳
『
法
華
玄
義
」（
上
下
二
巻
）（
東

哲
叢
書
）
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
開
講
日
の
受
付
で
も
頒

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。 

受
講
申
込
は
、
７
頁
の
「
講
座
一
覧
」
を
ご
覧
頂
い
て
、
メ
ー

ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
開
講
日
の
受
付
で
口
頭
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

        

磯前順一 先生  

菅野博史 先生 
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【法華コモンズ仏教学林 令和２年度前期講座の一覧】 

会 場：新宿常円寺「祖師堂地階ホール」新宿区西新宿 7-12-5 寺務所 ☎03（3371）1797 

受講料：下記の各講座欄をご覧ください。また当日１回のみの受講料は 3,000 円になります。 

   一日集中講座 「日蓮主義をあらためて問い直す」 講師 大谷栄一 先生  

       6 月 20 日（土） 午後１時 30 分～5 時 30 分   受講料：5,000円 

 

   連続講座 「現代の法華菩薩道とは何か」 （全５回） 

※原則 第３土曜日 午後４時～６時             受講料：10,000円（5回） 

  第１回 政教分離下での「立正安国」―創価学会・公明党と立正佼成会・WCRP の挑戦 … 4 月 11 日 

講師：中野 毅  先生  
 

第２回 教学の「再歴史化」をめざして―法華コモンズ仏教学林の試み―   ……… 5 月 23 日 

講師：布施  義高 先生 
 

  第３回 救ライから総合福祉へ－法音寺福祉の法華的基礎－       ………………… 7 月  4 日 

講師：弓削多一朗 先生  
 

  第４回 地球温暖化に対する仏教の役割試論－共生論より蘇生論へ－  …………… 8 月２２日 

※この４回のみ会場が「日蓮仏教研究所 一階学室」になります    講師：原井 慈鳳 先生 
 

  第５回 四菩薩行の今日的理解－現代の法華菩薩道としての「四菩薩プロジェクト」－ … 9 月 26 日 

講師：西山 茂  先生 

 

「歴史から考える日本仏教⑤ 承久の乱から考える鎌倉仏教」 講師 菊地大樹 先生 

※原則 第３火曜日（7 月は第１火曜日）午後６時 30 分～8 時 30 分 受講料：10,000円（４回） 

第１講  院政と承久の乱への道    ………………………………  ４月２１日  

第２講  承久の乱と鎌倉武士     ………………………………  ５月１９日  

第３講  承久の乱と鎌倉仏教     ………………………………  ６月１６日 

第４講  乱後の時代を見わたす    ………………………………  ７月 ７日 

 

「『法華経』『法華文句』講義」              講師 菅野博史 先生 

 

※原則 第 4 月曜日（6 月、8 月は第 5 月曜日） 午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

第 １回  4 月２7 日    第 ２回  5 月 25 日   第 ３回  6 月 29 日        

第 ４回  7 月 13 日    第 ５回  8 月 31 日     第 ６回  9 月 28 日  

※ 8 月の会場は日蓮仏教研究所一階「学室」になります   受講料：12,000円（6回） 

 

 《受講申込み》 メールアドレス ⇒ hokkecommons＠gmail.com 

FAX⇒ 042-627-7227 ／ ブログ⇒ https://hokke-commons.jp 
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